
 

 

2024 年度 日本獣医がん学会 第２回通常理事会（メール会議） 

日時：2024（令和 6）年 11 月 10 日  

場所：メール会議 

出席者：（メール送信先） 

理事：石田卓夫、藤田道郎、杉山大樹、呰上大吾、武信 行紀、高橋 雅、浅野和之、金井詠一、児

玉和仁、小林哲也、井上 明、中川貴之、 細谷謙次、廉澤 剛、古川敬之 

監事 三宅龍二・水上浩一 

議事録署名人：代表理事 石田卓夫 、監事：三宅龍二、水上浩一 

議事録作成人：杉山大樹 
 
出席理事 議決権のある総理事数 15 名 

メール送信日：2024 年 11 月 4 日 

返信期限 ：2024 年 11 月 10 日正午 

ご意見・ご質問返信：全員へのメール返信にて 

投票返信先 ：投票フォーム 

なお、期日までにやむを得ずに返信が頂けなかった 場合は、承認いただいたものと判断した。 

決議を明確にするため、2024 年 11 月 10 日の決議事項について本議事録を作成し、 議事録に押

印する。 
 
 
審議・決議事項：  

第１号議案：愛玩動物看護師など会員区分の見直しに関して（資料１、２） 

 賛成多数により承認された。 

第２号議案：年会費の見直しに関して（資料３） 

 賛成多数により承認された。 

第３号議案：学会参加費の見直しに関して（資料４） 

 賛成多数により承認された。 

第４号議案：会員区分変更に関する定款変更に関して（資料５） 

 賛成多数により承認された。 

第５号議案：「日本獣医がん学会雑誌アワード（仮称）」実施内容詳細について（資料６） 

 賛成多数により承認された。 

第６号議案：国際ジャーナルクラブへの参画に関して（資料７） 

 賛成多数により承認された。 

第７号議案：一般口演およびポスター発表における英語での発表について（資料８） 

 賛成多数により承認された。 
 
 
 
 
 
  



 

 

資料１ 

第１号議案 愛玩動物看護師など会員区分の見直しに関して 

会長 石田卓夫 
 
 呰上大吾理事を通し、愛玩動物看護師有志からの要望書（資料２）が本会に提出された。要望

書には呰上理事の意見も添えられていた。 
 
以下、呰上理事の意見 

「愛玩動物看護師の国家資格化から早くも 5 年が経過しております。獣医腫瘍学分野が更なる発

展を遂げるためには愛玩動物看護師とのチーム医療の確立が急務と思います。幸い志の高い愛玩

動物看護師が育っているようですので、彼らで委員会を設置して今後の愛玩動物看護師における

腫瘍学教育を推進することは、日本獣医がん学会にとって有益ではないでしょうか。可能であれ

ば、本件に関して理事会にて審議をお願いしたくご連絡差し上げました。 
ご検討のほど、よろしくお願い致します。」 以上 
 
 呰上理事のおっしゃる通り本会において愛玩動物看護師に正式な立場を用意することは必要な

ことと考えているが、要望書の内容を直ちに全て叶えることは時期尚早と判断する。まず着手す

べきは会員区分の創設であり、実績を重ねた上で愛玩動物看護師委員会の設置・愛玩動物看護師

対応プログラムなどの検討を進めるべきと考えている。会員区分の創設には定款の変更や会費、

年会費の設定など多岐にわたる決めるべき事項が存在する。そのため、会長からの発議として愛

玩動物看護師に関する複数の議案を提出する。 

本議案では以下のように会員区分を見直すことを提案する。新たな会員区分を考慮する際に重要

なのが正会員のうちの獣医師比率であり、これが下がると本会認定医制度が認定・専門獣医師評

議会の認証を外される可能性がある。そのため愛玩動物看護師は正会員とせず、別に愛玩動物看

護師会員という枠を作ることを考えた。 

新会員区分に関し審議をお願いいたします。 
 
現行会員区分 

 ・正会員 

 ・準会員 

 ・賛助会員 
 
新会員区分案（2025 年度から施行） 

 ・正会員（獣医師に限る） 

 ・愛玩動物看護師会員 

 ・準会員（研修獣医師※・大学院生※、獣医学部学生※、動物看護系学生※、 

      メディカルスタッフなど）※は証明書の単年度毎提出 

 ・賛助会員 
 
メディカルスタッフとは、国家資格を有さなくて動物看護業を行う者や検査技師など、動物病院

業に携わるものを指す。獣医師は認めない。 
 
愛玩動物看護師会員の会員特典（joncol 配布等）は準会員に準ずるが、獣医腫瘍科認定医受験資

格は有さないこととする。筆頭著者として本会学術雑誌への投稿も可能とする。  



 

 

資料２ 

愛玩動物看護師有志からの要望書（1/3page） 

  



 

 

資料２ 

愛玩動物看護師有志からの要望書（2/3page） 

 



 

 

資料２ 

愛玩動物看護師有志からの要望書（3/3page） 

  



 

 

資料３ 

第 2 号議案 年会費の見直しに関して 

会長 石田卓夫 
 
第 1 号議案の新会員区分に関して、以下の年会費の案を提案する。ご審議お願いいたします。 
 
現行会員区分 

 ・正会員 10000 円 

 ・準会員 5000 円 

 ・賛助会員 50000 円 
 
新会員区分案（2025 年度から施行） 

 ・正会員（獣医師に限る）10000 円 

 ・愛玩動物看護師会員 5000 円 

 ・準会員（研修獣医師※・大学院生※、獣医学部学生※、動物看護系学生※、 

      メディカルスタッフなど）※は証明書の単年度毎提出   5000 円 

 ・賛助会員 50000 円 
 
 

  



 

 

資料４ 

第３号議案  学会参加費の見直しに関して 

会長 石田卓夫 

第 1 号議案を踏まえて、新学会参加費案を提案する。ご審議お願いいたします。 
 
現学会参加費 

 正会員 15000 円 

 準会員 11000 円 

 学部学生 無料 

 非会員 18000 円 
 
新学会参加費案（2025 年 1 月の第 31 回大会から施行） 

 正会員（獣医師に限る）15000 円 

 愛玩動物看護師会員 8000 円 

 準会員（大学院生・研修医）11000 

 準会員（メディカルスタッフ）8000 円 

 準会員（獣医学部学生・動物看護系学生）無料 

 非会員（獣医師）20000 円 

 非会員（獣医師以外）15000 円 

  



 

 

資料５ 

第４号議案 会員区分変更に関する定款変更に関して 

会長 石田卓夫 
 
会員区分変更に対応するため、定款の変更を提案する。ご審議お願いいたします。 
 
現行定款（https://www.jvcs.jp/about/regulation.html） 

 第２章 会員 

  （種別） 

  第６条 当法人に、次の会員を置く。 

 (1) 正会員 当法人の目的に賛同して入会した個人 

 (2) 準会員 当法人の目的に賛同して入会した大学院生、大学の研究生、研修獣医師及び学生た

る個人 

 (3) 賛助会員 当法人の事業の推進に賛同して入会した団体又はその代表者 

 (4) 名誉会員 特別に功績があったと認められる会員のうち社員総会で決定されたもの 
 

定款変更案 

 第２章 会員 

  （種別） 

  第６条 当法人に、次の会員を置く。 

 （１）正会員  : 当法人の目的に賛同して入会した獣医師たる個人 

 （２）愛玩動物看護師会員 : 当法人の目的に賛同して入会した愛玩動物看護師たる個人 

 （３）準会員 : 当法人の目的に賛同して入会した大学院生、大学の研究生、研修獣医師及び 

    獣医学部学生、動物看護系学生及びメディカルスタッフたる個人 

 （４）賛助会員 : 当法人の事業の推進に賛同して入会した団体又はその代表者 

 （５）名誉会員 : 特別に功績があったと認められる会員のうち社員総会で決定されたもの 
 

  



 

 

資料６ 

第５号議案：「日本獣医がん学会雑誌アワード（仮称）」実施内容詳細について 

雑誌編集委員会 藤田道郎委員長 
 

2024 年 2 月 9 日に実施された 2023 年度 第 2 回 日本獣医がん学会雑誌編集委員会で承認さ

れ、以下の（3）（ア）について理事会、さらに 7 月 7 日の総会で承認されました。 

（3）その他； 

  （ア）アワードの設定について： 

   日本獣医がん学会雑誌にて掲載論文の中からアワードとして 

   「最優秀論文賞（仮称）」、「優秀論文賞（仮称）」を 2 年に 1 回実施することを理事会へ 

    提案することとなった。 

 ＜提案理由＞ 

1. 本会雑誌への論文投稿の意欲を高めるきっかけの一つとなり得る 

2. 論文投稿後の目標が Accept だけに留まらず、アワードにまで及ぶことで、 

本会雑誌へ投稿することの価値をより高める 

3. 本会会員の日々の研究意欲の向上の一助となり得ると想定される 
 
さらに同総会にて詳細を確定することが提案され、「日本獣医がん学会雑誌アワード（仮称）」

の費用・詳細について 2024 年度 第 1 回 日本獣医がん学会雑誌編集委員会を実施、各編集委員

からの承認を経ましたので、以下（1）～（6）について、理事会にてご検討いただけますよう何

卒お願い申し上げます。 

（1）日本獣医がん学会雑誌のアワードの名称について： 

「日本獣医がん学会雑誌アワード」を名称とする。 

（2）日本獣医がん学会雑誌アワード（以下、当アワード）の受賞対象について：  

日本獣医がん学会雑誌へ掲載された論文を対象とする。 

 （3）当アワードの選考方法について：   

（ア）2 年に 1 度  

（イ）日本獣医がん学会 7 月または 1 月開催の 6 ヵ月前より選考を開始  

 （4）当アワードの審査対象論文について：  

（ア）2025 年 1 月の社員総会でアワード予算申請承認の場合⇒  

2023 年 1 月～2024 年 12 月に掲載された論文を対象とし、2025 年 7 月に表彰  

（イ）2025 年 7 月の社員総会でアワード予算申請承認の場合⇒  

2024 年 1 月～2025 年 12 月に掲載された論文を対象とし、2026 年 1 月に表彰  

 （5）当アワードの各賞について：  

 （ア）最優秀論文（1 論文）、副賞：10 万円+賞状  

 （イ）優秀論文（2 論文）、副賞：5 万円+賞状  

 （ウ）賞金の支払い方法、及び表彰状の準備について、事務局へ確認  

 （エ）但し（ア）（イ）は「該当論文無し」とする場合もある 

（6）当アワード表彰式について：  

日本獣医がん学会 会期中の日曜日の午後のプログラムの冒頭で授与式を実施する。 
 

 
 
  



 

 

資料７ 

第６号議案：国際ジャーナルクラブへの参画に関して 

国際情報委員会 小林哲也委員長 
 
各国際団体（VCS, JVCS, ESVONC, ABRPVET, AMONCOVET）が主催で年 4 回、国際ジャーナルクラ

ブを行うことになりました。担当者は論文をひとつ選び、それに関する内容や解釈の注意点など

を文書でまとめる形式です。このジャーナルクラブの閲覧は自由ですが、発表したい JVCS 会員を

募集することを考えております。国際ジャーナルクラブに参画すること、及び発表者を会員から

募集することに関し、ご審議お願いいたします。 

  



 

 

 
（資料８） 

第７号議案：一般口演およびポスター発表における英語での発表について 

臨床研究委員会 中川貴之委員長 
 
 これからの国際化、多様化に向け、日本獣医がん学会における一般口演ならびにポスター発表

において、英語での発表も受け付けることを提案する。 

 大学院所属の留学生をはじめ国内からの新規発表者の開拓だけでなく、欧米やアジア圏からの

発表といった国際化につながることを目指す提案である。実際の運用にあたっては、発表者に日

本語補助者（指導教員等）がいる場合には、要旨は英語と日本語の併記を行い、発表に際しては

英語対応可能な座長の選出や臨床研究委員会がサポートを行うなど円滑な発表となるよう対応し

たい。 

 お認めいただける場合には、次回の第 32 回日本獣医がん学会の演題募集から実施したい。 
 
 

  



 

 

今後の本会主要日程 

 2024 年 12 月後半：メール理事会予定（委員会業務報告、議案など事前にご用意ください） 

 2025 年 1 月 25−26 日：第 31 回日本獣医がん学会・臨時社員総会（大阪ニューオータニ） 

 2025 年 7 月 5-6 日：第 32 回日本獣医がん学会・社員総会（東京ニューオータニ） 

 2025 年 10 月 5 日：認定医試験（新宿ベルサール） 

 2026 年 1 月 24-25 日：第 33 回日本獣医がん学会・臨時社員総会（大阪ニューオータニ） 

 2026 年 7 月 4-5 日：第 34 回日本獣医がん学会・社員総会（東京ニューオータニ） 

 2026 年 10 月 4 日：認定医試験（仮：新宿ベルサール） 
 
今後の理事・代議員改選日程 

 2025 年 4 月：理事選挙実施 

 （公示 4 月 1 日、立候補受け付け 4 月 1-7 日、投票期間 4 月 15-21 日） 

 2025 年 5 月：メール理事会で次期理事名簿決定 

 （総会選出理事の選任審議含む） 

 2025 年 5 月：社員選挙実施 

 （被選挙権全会員、定員 40 名、公示 5 月 1 日、立候補受け付け 5 月 1-7 日、投票期間 5 月

15-21 日） 

 2025 年７月学会定時社員総会で現社員で新理事名簿承認、定時社員総会終了をもって社員交代 

 →当日別室で新理事会開催：会長選出→新会長により早期に新組閣着手 

  



 

 

2024年 11月 10日 

 

議事録署名人 

 

議長（会長） 石田 卓夫 ㊞ 

 

監事  三宅 龍二 ㊞ 

 

監事  水上 浩一 ㊞ 

 

 

議事録作成  杉山 大樹 


